別記様式

会　議　録

	会議の名称
	令和７年度第２回戸田市障害者施策推進協議会

	開催日時
	　令和８年１月２９日（木）　１４時００分　～　１６時００分

	開催場所
	戸田市役所５階　５０１会議室

	委員長等氏名
	田中　恵美子

	出席者氏名

（委員）


	田中　恵美子
	稲辺　忠奎
	石塚　忠雄

	
	小山　勝彦
	朝日　和代
	横山　正明

	
	駒﨑　嘉一
	竹嶋　紘
	熊坂　梢

	
	青島　慶拓
	田村　利子
	櫻井　聡

	
	佐藤　太信
	小林　加名子
	

	
	友坂　友子
	今井　教雄
	

	欠席者氏名

（委員）
	米山　美穂
	川上　幸子
	後藤　盛聡

	説明のため出席した者
	都市整備部まちづくり区画整理室　上田主幹　山元主任

	事務局


	健康福祉部  清水次長

障害福祉課  長友課長　金田主幹　小島主幹　廣井副主幹　奥富副主幹　

　鈴木主任　佐藤主事補

	議題


	・「戸田市障がい者総合計画」の中間見直しについて
・戸田市地域自立支援協議会について

・前谷馬場線（第二工区）におけるバリアフリー関連の整備について

	会議結果
	別紙、会議の経過のとおり

	会議の経過
	別紙のとおり

	会議資料
	別添のとおり

	議事録確定
	　令和８年２月２４日　　　委員長等氏名　田中　恵美子　　　　　　　　　　　


※本議事録では、戸田市障害者施策推進協議会を「施策協」、戸田市障害者地域自立支援協議会を「自立協」と表記する。
（会議の経過）

	発言者
	議題・発言内容・決定事項

	１．戸田市障害者施策推進協議会開会

	事務局より、開会が宣言された。委員１９名のうち１６名の出席のため、過半数に達し、本協議会が成立することが確認された。

	２．あいさつ
	

	会長
	会長あいさつ

	３．議事

	議題１　「戸田市障がい者総合計画」の中間見直しについて

	事務局
	議題１について、資料１に基づき説明

	委員
	令和８年度中間見直しに係るアンケートの対象者数の根拠は何か。どの程度障害児者が増加すれば、アンケートの対象者数を変えるのか。

	事務局
	障害児者が増加した場合のアンケート対象者数については、令和１１年度の計画策定時に検討したい。市民意識調査では対象者を３，０００件としており、本アンケート調査者数の３，０００件は適当だと考える。

	委員
	今後も障害児に関わるサービスのニーズが更に高まることが考えられるため、そのニーズを把握する意味で今後、障害児のアンケート対象者数を増やすことを要望したい。

	委員
	アンケート調査の質問項目の検討について、追加が必要な項目や不要な項目の判断が難しく、新しい法律の制定は委員では把握しきれない部分があるため、障害福祉課で追加項目の案を出してほしい。

	事務局
	中間見直しにつき、基本的に令和５年度に実施したアンケートと同じでよいと考える。一方、新しい法律の制定もあるため、事務局でも検討したい。

	委員
	戸田市障がい者総合計画の冊子に計画策定時のアンケート結果が一部掲載されているが、アンケート結果すべてをどこかに掲載できないか。

	事務局
	令和８年度に行うアンケート調査結果すべてを戸田市障がい者総合計画の冊子に掲載することは難しいと思われるが、取りまとめた内容についてホームページへの掲載を含め検討したい。

	会長
	施策協ではアンケート結果を共有し、ホームページでの公開は検討してください。

	委員
	今の若者は学校でアンケートを書面でもらっても回答はネットで行うことがほとんどである。自分は書面での回答がよいが、障がい児をもつ若い親世代も増えていることから、ネット回答を可能にすることで回答率は上がると考える。若者にもこのような施策に関わってもらうという意味でも、ネット回答の検討をお願いしたい。

	事務局
	現在、国勢調査においてもネット回答が可能となっている。また今回のアンケート調査についても特性がある方に対しどのようなやり方をとるかと検討していた。ネット回答については改めて令和１１年度計画策定のタイミングで検討したい。

	委員
	簡単に調べたところ、母数約６，７００件に対し３６４件に調査を行えば９５％の信頼度が得られるとのこと。今回は３，０００件調査を行うということで、複数回連続でアンケート対象者となる場合がある。抽出方法について伺いたい。

	事務局
	抽出方法については無作為抽出の方法をとっている。指摘があったように複数連続で調査対象となる場合もあれば連続で調査対象から外れる場合もある。障害児の対象者については、障害者手帳所持者と障害福祉サービス受給者が対象となる。

	委員
	障害者のニーズは障害種別や年齢によっても大きく変わる。先々に計画策定をする際に、障害種別や年齢を十分に考慮した計画になってほしいと考える。障害種別あるいは年齢別にクロス集計をしてニーズの分析を行うとよりよい計画になると考える。

	事務局
	現行の計画では、戸田市障がい者総合計画の冊子19ページにて障害種別の集計を掲載している。中間見直しでも同様の形を継続したいと考えており、そのことを施策協にて諮りたい。

	委員
	当事者の生の声を聞いてほしい。例えば、戸田市障がい児計画にて、保護者や事業所から生の声を聞き、アンケートでは拾いきれない当事者の声を落とし込んでほしい。

	事務局
	現場の声は非常に大切であると理解している。現在、自立協や相談支援連絡会を運営しており、現場の声を聞く機会になっている。中間見直しでは自立協でも検討を行うため、指摘があった部分を反映できると考える。

	委員
	戸田市障がい者総合計画１９ページにて障害種別の集計に知的障害の項目がないのはなぜか。また、知的障害といっても発達障害、強度行動障害、知的に問題がある方など多岐にわたり回答の内容も異なると考える。

	事務局
	戸田市障がい者総合計画１９ページの上部に全体・身体障害・知的障害・精神障害という形で分けた集計結果を掲載している。中間見直しでも同様の形を想定しているが、一般公表前に施策協にて諮る。

	委員
	自立協にて事例検討された好事例、代表事例について発表してもらうと、数字では読めない暮らしの困りごと等が把握できるため、事例を共有できる機会があるとよい。

	事務局
	検討したい。

	委員
	令和８年度中間見直しに係るアンケートについて、内容の理解ができない場合に回答作業を手伝ってくれる場所があるとよいと考える。

	会長
	アンケートのどこかに、回答にあたってお手伝いが必要な場合は連絡してくださいと記載すればよいと考える。

	事務局
	記載箇所について検討したい。

	委員
	戸田市障がい者総合計画にて、それぞれの調査項目ごとに聴覚障がい者の回答割合が掲載されていない。

	会長
	細かくするほど費用がかかるため、すべての項目で掲載することは難しいが、いくつかの項目を細かくすることが現実的ではないか。

	事務局
	アンケート結果の計画に載せる前に協議会にて諮る。

	会長
	議題１は承認とする。

	４.報告

	報告１. 戸田市地域自立支援協議会について

	委員
	報告１について資料２に基づき報告

	委員
	それぞれの専門部会における活動を聞ける機会があるとよい。差支えない範囲で会議録や資料をホームページ等で掲載できないか。

	事務局
	各専門部会の活動について、現在自立協にて報告を行っている。

	委員
	報告内容が非常に興味深かった。前半の部分は資料2の記載量と口頭で報告した内容の濃さが一致していないため、資料2についてより細かく記載するとよいのではないか。

	会長
	中間見直しの際に意見や要望をもらいたい。ヘルパー不足の問題についても、計画を見直していく中で検討することになる。

	報告２　前谷馬場線（第二工区）におけるバリアフリー関連の整備について

	担当課
	報告２について、まちづくり区画整理室より資料３に基づき説明

	委員
	朝に戸田駅に向かう道は非常に自転車が多い。ヤオコー戸田駅前店の前の道は整理されているが、ほとんどの自転車が歩道に入っている。自転車は車道通行だが、歩道部分が広くなると自転車も歩道に入ってしまう。歩道と自転車が走る場所がはっきりと判別できるような標示があるとよい。

	担当課
	車道内に自転車走行空間を示す矢羽根のような標示を整備する予定である。これは路面標示のため、構造物がすべて完成した後、終盤になってしまうが、この道路整備の中での施工を予定している。

	委員
	ゴミステーションは点字ブロックを避けて設置してほしい。

	担当課
	ゴミステーションは自治会の管轄となる。自治会や市の担当である環境課とも調整したい。

	委員
	柳原交差点は、音響式信号がないと思うが、音響式信号と横断歩道のエスコートゾーンの設置についてはどうか。

	担当課
	現地立ち合いで音響式信号とエスコートゾーンについて意見があったため検討を進めている。管轄は警察なので調整になる。

	委員
	バリアフリー基本構想のメンバーで、現地確認はあったか。その予定はあるか。

	担当課
	現地確認は予定していない。

	会長
	報告は以上とする。続いて、その他事務局からあればお願いしたい。

	５.その他　
　①令和７年度戸田市障がい者アート展について
　②戸田市手話言語条例施行５周年イベント『咲む（えむ）』上映会について
　③民間事業者向け障害平等研修について

	事務局
	資料４、資料５、当日配布資料に基づき事務局が説明。

	委員
	令和７年度障害者アート展について、息子も毎年出展している。今年度の展示を見た際に以前よりも出展量が増えていると感じたが、昨年と比べてどの程度増えているのか。

	事務局
	昨年度の出展数は８５件となるため、３０～４０件ほど増えている。

	委員
	所属でも見に行った人や今年度初めて出展した人がおり、非常にありがたい機会と考える。より周知いただけるとよい。

	委員
	戸田市手話言語条例施行５周年イベント『咲む（えむ）』上映会について、手話言語条例が設立され５周年記念ということでイベントを行っていただき感謝する。これからも手話の普及活動に協力いただきたい。

	６.閉会

	以上
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